
70インチの大型をはじめ多数のサイネージが並ぶ、枚方市駅。
駅機能だけではなく、人々の集まりをテーマに昨年12月リニューアル。

ポスターより、視界に入りやすく
記憶に残りやすいデジタルサイネージ。
リーフレット、ポスターと同じ感覚で
「コンテンツ制作」試してみませんか？

リーフレットを発注する感覚でＯＫ。経験豊かな営業とスタッフでご提案します。

人は動くものに反応します。動きのあるコンテンツは静止画
(ポスターetc . )より、視界に入りやすく記憶に残りやすいと
言われています。広告はまず見ていただくことが第一、そして
ご覧になられた方々に記憶・行動を起こさせることが重要です。
大和写真では、大学をはじめ、各種団体様より、コンテンツ
作成を受注、御評価をいただいております。令和のデジタル
時代、オリンピック・万博で湧き上がるフィールドに皆さまの
広告を展開しませんか。

注  目

サンプルはコチラ
いま予想以上（失礼）に盛り上がっているのがラグビーワールドカップ。日本が3連勝して勢い

に乗っています。

ＴＶで見てても大男たちがパワーとスピードでぶつかり合い、すごい迫力なのですが、いまいち

ルールが良くわからん、という方も多いのでは？得点が５点入ったり３点だったり。味方を高く

持ち上げてるんですけど…。なぜ試合前に踊る？そもそもなぜボールが楕円形？

けれど大丈夫。そんな疑問をすべて吹き飛ばす本気の「熱さ」を感じますから。スポーツ観戦は

苦手という方もぜひ一度「トライ」してみては？
代表取締役　鶴井 宏尚
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一般廃棄物での取り組み

一般社団法人日本グラフィックサービス工業会（ジャグラ）主催の「2020
子年・年賀状デザインコンテスト」の審査会が開催されました。
7回目となる今年は応募総数697点の応募があり、その中から弊社制作課・
岸の応募した作品が、なんと「優秀賞」と「作品賞」の２つを受賞しました！

まだまだ
暑い日が

続いてま
すが… 秋の散策秋の散策秋の散策秋の散策に行ってきました！

関西最大級の無料フェス

ITAMI GREENJAM’19
昆陽池公園　9月22日、23日の２日開催

四季折々その風情を醸し出す棚田。
今回は日本の棚田百選に選ばれた
大阪で唯一の「下赤坂の棚田」に
行ってきました。

一般ごみの廃棄においては、本社、支店共に分別
廃棄を長年継続して行っております。
再資源化に回せる用紙類を白紙と色紙、難再生
古紙、段ボールに分別することにより、リサイク
ルに活用されることを共通認識とし、全社員が
日々活動に取り組んでいます。

日本の棚田百選に選ばれた絶景

下赤阪の棚田
南河内郡千早赤阪村　9月22日

▲地元農家のおじさんが教えてくれた最高のスポット

入賞しました！！
２作品同時
第７回 ジャグラ年賀状デザインコンテスト

昨年に続き今年も！
昨年に続き今年も！

（印刷課　児玉）

優秀賞

作品賞

年賀状はやはり干支！しかし急いで考えたアイ
デア（ネタ）は被りがち…。まだ10月ですが、今から来年
の干支「子」関連のネタを書き貯めておきましょう。
鳴き声は「チュウ」…チュー（キス）・チューハイ、好物は「チーズ」…
「ハイ、チーズ！」（撮影）、「２」って数字なんかねずみっぽい…
↑のような一見駄洒落のメモが、いざ作る際の助けに！

昨年に引き続き今年もなんとか入賞。しかも優秀賞と
作品賞の2つも頂く事ができ、すごく驚いています。
今年の作品も皆すごく力作揃いで、その中に入れて頂
いた事は大変光栄であり、今後の創作モチベーション
にも繋がります。しかし、前回（D-wave2018年8月号）

で宣言した大賞には今回も届
かなかったので、今からアイ
デアを練って、再チャレンジ
したいと思います！

このデザインも掲載
「スリコム年賀状印刷」は
2019年10月末オープン！

大和デザイナーに訊く大和デザイナーに訊く

年賀状デザインの秘訣年賀状デザインの秘訣
秘訣１秘訣１

沢山届く年賀状の中、いかに目を引く
かを考えます。賀詞とのバランスも
意識しつつ目立たせたいイラストな
どは思い切って大きく配置！

秘訣２秘訣２

いいネタでインパクト抜群の年賀状が出来て
も送る相手には気をつけて。目上の方や仕事関連の方
用にフォーマルなデザインのものも用意しましょう。

秘訣３秘訣３

やっぱり干支！やっぱり干支！

インパクト勝負！インパクト勝負！

送る相手を意識して送る相手を意識して

台風で開催されない年もあり、今年こそは！と思っていたとこ
ろまたもや台風！心配しましたが、開催決定！！さらにゲストは
なんとPUFFY。ラッキーづくしでした。

我が家は初日の22日に会場へ。
子どもたちは、子どもエリアの迷路
や遊び場で走り回り満足そう。
私はライブを楽しみつつもPUFFY
を待つ！そして登場。雨ながらも会
場はノリノリで最高に盛り上がりま
した。これだけ楽しめて無料！本当
に満足しました。 （営業 福田）

まだ９月の後半で、黄金色に輝く稲穂が波打つと
まではいきませんでしたが、ほんと心に残る風景
に出会えリフレッシュできました。（制作課　岸）

▲
令和の「和」の意味から「人の和（輪）」
を表現。その輪を3つ重ねてネズミの
顔に。（某ネズミ似？（怖））
「Choo-Choo-Train」のダジャレから
ネズミを踊らせてみました（笑）

▲
和テイストを意識して、躍動感を表現した筆文字の
「子」の中に、古くから福の神の使いと言われる干
支のネズミをデザイン。他はなるべくシンプルに仕
上げました。

制作課 
デザイナー 岸


